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現
状
と
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題 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

今
回
は
、銚
子
だ
っ
た
ら「
入

口
は
灯
台
、
出
口
は
利
根
川
」

で
ま
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が

ガ
イ
ド
を
す
る
際
、
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。 

１
、
写
真
の
説
明 

写
真
は
時
代
の
節
目
を
意
識

し
て
配
列
、
犬
吠
埼
灯
台
を
近

代
日
本
ス
タ
ー
ト
の
シ
ン
ボ
ル

と
捉
え
、「
な
ぜ
、
犬
吠
埼
灯
台 

は
作
ら
れ
た
の
か
」
と
発
問
。 

慶
応
２
年
、
英
米
仏
蘭
と
結
ん

だ
江
戸
条
約
に
よ
り
建
設
を
約

束
し
た
８
カ
所
の
灯
台
、
更
に

犬
吠
埼
灯
台
建
設
と
続
き
ま
す
。

灯
台
の
名
称
と
位
置
を
、
日
本

地
図
か
ら
確
認
。 

一
ノ
島
灯
台
で
は
、
日
本
三

大
海
難
所
と
言
わ
れ
た
「
阿
波

の
鳴
門
、
銚
子
の
川
口
、
伊
良

湖
渡
合
」
を
日
本
地
図
か
ら
確

認
。 川

口
神
社(

歯
櫛
・
白
紙
明

神)

で
は
、
仏
教
説
話
「
銚
子
娘

道
成
寺
」
と
伝
説
「
ア

ザ
取
り
の
白
粉
」
の

一
節
を
説
明
、 

渡
辺
崋
山
作
『
常

陸
波
崎
よ
り
銚
子
を

見
る
』
を
紹
介
。 

美
加
保
丸
遭
難
に
つ
い
て
は
、

幕
末
・
維
新
の
内
戦
『
銚
子
の

戊
辰
戦
争
』
に
触
れ
、
黒
生
海

岸
で
難
破
沈
没
、
墓
碑
の
正
面

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
二
品
親
王

書
の
解
釈
。 

２
、
粟
島
台
遺
跡
と 

銚
子
の
農
業 

琥
珀
の
攻
玉
遺
跡
で
粟
島
台

人
が
、
犬
吠
埼
中
生
代
白
亜
紀

の
露
出
し
た
地
層
か
ら
出
た
琥

珀
を
加
工
の
可
能
性
に
も
触
れ

ま
し
た
。 

３
、
銚
子
の
漁
業
、 

江
戸
時
代
「
深
川
に
最
初
に

成
立
し
た
銚
子
場
」お
よ
び「
銚

子
支
配
の
変
遷
」
の
説
明
。
外

川
・
海
鹿
島
・
黒
生
漁
港
の
築

港
を
時
系
列
で
追
い
、
狙
っ
た

魚
は
何
か
、『
大
漁
節
』
の
歌
詞

か
ら
鰯
漁
に
賭
け
た
漁
業
の
街

銚
子
を
紹
介
。 

４
、「
利
根
川
は
銚
子
に
何
を
も

た
ら
し
た
の
か
」、
銚
子
の
評
価 

徳
川
家
康
か
ら
始
ま
る
「
利

根
川
東
遷
事
業
60
年
」
と
赤
松

宗
旦
の
『
利
根
川
図
志
』
よ
り 

銚
子
の
変
貌
を
検
証
。 

銚
子
は
江
戸
最
大
の
衛
星
都

市
、
飯
沼
観
音
門
前
町
、
観
光

で
繁
栄
、
明
治
か
ら
昭
和
時
代

に
は
「
銚
子
漁
港
整
備
の
生
み

の
親
」
濱
口
吉
兵
衛
ヒ
ゲ
タ
醤

油
社
長
の
尽
力
に
よ
り
事
業
開

始
、
昭
和
46
年
運
河
大
漁
港
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

    一
昨
年
、JGN
全
国
大
会
を

前
に
し
て
、「
利
根
川
図
志
」
の

赤
松
宗
旦
旧
居
跡
、木
下
河
岸
、

吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
、
木
下

貝
層
を
見
学
し
ま
し
た
。 

高
瀬
舟
の
模
型
や
設
計
図
を

見
て
見
事
な
舟
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。
ま
た
、
木
下
河
岸
の
繁

栄
の
様
子
も
知
り
ま
し
た
。 

ご
講
演
で「
徳
川
家
康
の
利

根
川
東
遷
の
恩
恵
で
、
銚
子
は

江
戸
時
代
、
大
変
繁
栄
し
ま
し

た
」
を
お
聞
き
し
、
木
下
の
繁
栄

を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
私
は
高
校
卒
業

後
、
醤
油
醸
造
会
社
（
ヒ
ゲ
タ
）

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
入
社
後
、

す
ぐ
に
研
修
が
あ
り
、
醤
油
醸

造
の
工
程
や
会
社
の
歴
史
を
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
ご
講
演
で
、
田
中
玄

蕃
や
濱
口
吉
兵
衛
の
お
話
を
聞

き
、
銚
子
に
大
変
貢
献
し
た
こ

と
を
改
め
て
知
り
、
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
誇
ら
し
く
思
い
ま

し
た
。 

最
後
に
、
利
根
川
沿
い
に
住

む
者
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
高
瀬
舟
が

ゆ
う
ゆ
う
と
行
き
来
す
る
姿
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

         

 

  

市
民
の
会
ニ
ュ
ー
ス 

１
号
は2012

年
1
月
、千
葉

科
学
大
学
の
安
藤
先
生
に
よ
り

発
刊
、
記
事
内
容
は
：
大
学
で
の

勉
強
会
の
お
知
ら
せ
な
ど
。 

そ
の
後
、
藤
身
会
員
が
80
号

ま
で
一
人
で
編
集
を
担
当
。 

現
状
：
編
集
委
員
３
名
、
概
ね

３
ケ
月
毎
に
発
行
、
作
業
は
原

稿
集
め
、
割
付
、
校
正
、
印
刷
、

配
布
ま
で
。 

課
題
：
寄
稿
の
依
頼
、
内
容
の

刷
新
、
編
集
委
員
の
増
員
。 

市
民
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
     

HP
の
管
理
運
営
は
当
初
よ
り

伊
藤
小
糸
会
員
が
担
当 

、2019

年
８
月
よ
り
休
眠
状
態
に
、

2019

年
11
月
、
再
開
に
つ
い
て

相
談
を
受
け2020

年
2
月
よ

り
新
規
に
HP
作
成
を
開
始
、
4

月
評
価
版
を
、
６
月
ド
メ
イ
ン

を
取
得
、新
生「
市
民
の
会
ＨＰ
」

を
公
開
し
現
在
に
至
る
。 

現
状
：
委
員
１
名
、
取
材
～
原

稿
作
成
～
ア
ッ
プ
ま
で
、
HP
の

維
持
管
理
の
す
べ
て
を
行
う
。 

          

 

     

 

委
員
の
負
担
は
大
き
い
。 

維
持
経
費
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
費

の
み
会
で
負
担
。 

課
題
：
①
HP
の
後
継
者
問
題
。 

現
状
の
ま
ま
で
は
存
続
困
難
か
。 

②
比
較
的
ハ
ー
ド
ル
の
低
い

S
N

S

へ
の
移
行
も
あ
り
か
。 

③
推
進
協
に
立
派
な
ＨＰ
が
あ

る
。
会
と
し
て
の
必
要
性
は
。 

最
終
的
に
「
な
る
よ
う
に
な 

る
」
の
だ
が
、
皆
で
考
え
る
必
要

な
い
か
。 

（
宮
内 

敏
） 

伊
勢
崎
先
生
の 

ご
講
演
を
聞
い
て 

向
後
和
子 

 

『
写
真
で
見
る
銚
子
』 

～
利
根
川
は
銚
子
に 

何
を
も
た
ら
し
た
の
か
～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
勢
﨑 

翼 

 

俳
句
と
川
柳 

 

春
の
海 

 

沖
ゆ
く
船
と 

君
ケ
浜 

石
嶋
博
行 

春
そ
こ
に 

カ
ナ
ダ
カ
モ
メ
の 

姿
観
る 

出
口  

節      

犬
吠
に 

ど
こ
か
ら
き
た
の
か 

春
の
潮 

崖
地
の
植
物
は
長
か
っ
た
冬
の

眠
り
か
ら
ま
だ
覚
め
て
お
り
ま
せ

ん
。
一
足
先
に
春
の
朝
が 

こ
こ
犬
吠
埼
に
、  

保
立 

得
造 

伊勢崎先生 講演会風景 


